
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手術体験談～国立国際医療研究センター～ 
 

 

 
    

患者代表 高柳雅章氏   

術後の便通･体重･食事管理 
 

 

 
 
 
 

患者代表 岸本昌宏氏 

・鳥取大学医学部卒業後、脳神経内科入 

 局、神経免疫の研究で医学博士取得 
・１９９７年 診療所開院、２００６年 デイサービスセンター 

    開設をし、現在は、一般診療の他、訪問 

    診療や看取りなど、在宅医療にも尽力 
・２０１７年 体の異変に気付き自身で検査、 
 腹膜偽粘液腫と診断し、米村医師の 

    手術を受け現在に至る 

第１１

会場アクセス 
・東京メトロ東西線「竹下」駅より徒歩７分 
・東京メトロ東西線・半蔵門線/都営新宿線 
「九段下」より徒歩９分 
※詳しくは、科学技術館さんの HPでご確認ください 

日 時  令和５年    月     日(日)１３：００～    

受付･開場１２：３０/１５：３０終了予定/終了後「患者家族交流会」開催(16：30まで) 

会 場  科学技術館 東京都千代田区北の丸公園２－１ 
 

参加費  会員：無料  一般：５００円/１人 
 

定 員  ８０名 
 

会員：１０月より先行受付中／一般：１１月より受付開始 

※当会ウェブサイトのフォームからお申し込みください  https://pmp-jp.org/ 

 主 催  腹膜偽粘液腫患者支援の会  協 力  非営利組織 播種性転移研究会 

  
  
 

参 加 
申 込 

闘病生活と患者学 

 

 

 
 
 
 

患者代表 坂本克彦氏 
・２００９年に腹膜偽粘液腫を発症した闘病 

１５年目の東京の IT企業サラリーマン 
・日本 GAP協会指導員 
・予備校日本史講師 

・ハンドルネーム「inlagoon(インラグーン)」 
のブログで闘病記を更新中 

・２０１０年から米村医師の手術を４回、 

最初の手術から数えると５回の手術を 
乗り越え、現在に至る 
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米村豊医師 
・岸和田徳洲会病院 腹膜播種センター センター長 

・池田病院 腹膜播種センター顧問 
・淡海医療センター 腹膜播種センター顧問 
・非営利組織 播種性転移研究会 会長 

・腹膜播種治療の普及や向上、実践に尽力 
・国際学会理事を長年務め世界へ貢献 

●1部 講演         米村豊医師  

        坂本克彦氏 岸本昌宏氏 高柳雅章氏 

●２部 トークセッション 米村豊医師×坂本克彦氏×岸本昌宏氏 

腹膜偽粘液腫 最近の話題 

・２０２０年 発熱・微熱が続き地元病院受診 
するも原因分からず 

・２０２１年 腹膜偽粘液腫では無いかと診断 

国立国際医療研究センターを受診 
国立国際医療研究センターにて手術 

 

特別講演 

患者代表講演 

患者･家族交流会のご案内 

講演会終了後に開催！（自由参加） 
対象・腹膜偽粘液腫、腹膜播種の患者さん 

・治療や手術を受けた方、これから受ける方、検討中の方 

・上記のご家族、関係者の方 

● 同じ思い･経験の仲間とおしゃべりをしながら、情報交換をしませんか？ 

(フリートーク形式の交流会です。医療・看護相談はありません。) 
● 交通機関の時間に合わせて等 ご都合に合わせて途中でお帰りいただいても 
構いません。 

※こちらの講演の YouTube配信は、ありません。 

お問い合わせ 当会ホームページのお問い合わせよりお受けいたしております。 

https://pmp-jp.org/

